
 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指せ！2022 北京オリンピック・スケルトン髙橋弘篤選手後援会 

設立発起人会の設置について 

本市出身の髙橋弘篤選手は、あけの平小学校、富谷第二中学校、富谷高等学校、

仙台大学を（2007 年 3 月）卒業後、長野県長野市で活動をしてきましたが、平昌オ

リンピック後、故郷である宮城県に拠点を戻し、新たな一歩を踏み出しました。 

 現在は、2022 年北京オリンピックにスケルトン選手としての集大成の舞台と 

決め、オリンピック出場・上位入賞を目指し、地元の企業や団体の方々から協力を 

いただきながら、遠征費・トレーニング費等の活動資金を集め活動しています。 

そこで、富谷市民を中心に後援会を立ち上げ、活動資金のサポート、また、講演

会の開催などの活動を支援する会として「目指せ！2022 北京オリンピック・スケル

トン髙橋弘篤選手後援会」を設立する事になり、その準備会として発起人会を組織

し設立に向けて取り組むこととしました。 

 発起人会の設立発表を下記により実施することとしておりますので、報道機関の

皆様におかれましては、ぜひ、取材していただきますようお願いいたします。 
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１．日  時  10 月 31 日(木) 14:30～15:00 

２．会  場  富谷市役所 3階会議室 

３．主  催  富谷市 

４．内  容  発起人代表 若生市長挨拶、髙橋選手挨拶、後援会設立概要等 

        ※別添資料参照願います 

富谷市記者会見資料① 

令和元年 10 月 30 日 

教育部 

担 当：荒谷 

連絡先：022-358-5400 

「住みたくなるまち日本一」を目指して  

2018 平昌五輪に出場した髙橋弘篤選手



 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１０月３１日（木）PM2:30 富谷市役所 

              

 

 

      【次第】 

       １ 開  会 

       ２ 設立発起人挨拶   若生 裕俊 富谷市長 

                   大川 明雄 くろかわ商工会会長 

       ３ 髙橋弘篤選手挨拶 

       ４ 後援会組織について 

       ５ 質疑応答 

       ６ 閉  会 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

髙橋弘篤選手後援会設立発起人会 

 

髙橋弘篤選手 
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